地球環境資源論研究室 by 岡,通太郎
明治大学農学部研究報告　第58巻一第2号（2008）73～74
〔研究室紹介〕
　　　　　　　　地球環境資源論研究室
Global　Environmental　Resource　Management
岡　　通太郎
Michitaro　OKA
〔研究室の概要〕
　本研究室は，「地球を丸ごと抱きしめよう1」をス
ローガソに，今地球上で生じている様々な環境資源問
題に対し，新たな社会制度の設計からアプローチする
ことを目指している。
　環境資源問題は，地域や国家の問題であると同時
に，その枠を越えた地球規模の問題でもある。焼畑に
依存する国，砂漠化や水不足に悩まされる国や地域，
グローバル化・工業化を目指ささるを得ない発展途上
国，膨大なエネルギー消費を基盤とする先進国等，こ
れら利害の異なる国や地域におけるそれぞれの生活
が，その国や地域だけの問題にとどまらず，地球規模
での環境資源問題につながっている。こうした諸問題
の解決には，個人の近視眼的合理性を追求するだけで
はなく，長期的な視点で物事を捉え，世界の人びとと
の共生を考えていく必要がある。
　本研究室では，まず，世界の様々な「生活体系」を
知る力を身に着けることから始める。これは，地球環
境資源をめぐる問題の奥の深さ，すなわち，それぞれ
の地域における生活体系そのものが，問題の本質に深
く埋め込まれているということを理解するためであ
る。研究室では，熱いハートと冷静な思考力によっ
て，「現場の論理」に立脚しつつ地球環境資源問題に
アプローチすることを心掛けている。
〔研究紹介〕
　環境や資源をめぐる問題がここまで深刻化してしま
った原因は，我々が，過去2世紀にもわたり，経済
発展を最優先に考えてきたことと無関係ではない。こ
のいわば「生産性向上パラダイム」は，産業革命以降，
主に西洋において「発明」され，現在ではグローバリ
ゼーショソ下において急速に地球規模で拡大してい
る。その成果は誰の目にも明らかで，今や，イソドや
中国を含む多くの非西洋社会においても驚異的な経済
成長の原動力となっている。果たして，このまま生産
性の向上のみを（つまり経済成長のみを）目指すパラ
ダイムの軌道を盲目的に走り続けてよいのだろうか。
もはや「生産性向上パラダイム」が前提としてきた人
類の生存基盤そのものが崩壊する危機に差しかかって
いるのではないだろうか。
　一方，アジアやアフリカ地域などの農村部に分け入
れば，「生産性向上」のみを必ずしも最優先課題とし
ていない社会が現存している。そこでは歴史的な文脈
の中で培われてきた村民同士の慣習的な経済取引が観
察されることが多く，それは非公式に，しかし明確に
存在し，地域社会に溶け込むかたちで依然として根強
く息づいている。
　例えば西インドの農村部には，地主と農業労働者の
間に一種の慣習的リスク分散制度が存在する。それは
現地でカイミ（kaymi：「拘束」を意味する）と呼ば
れ，労働者の医療費や結婚費用を，地主が無利子で融
通し，労働者はその返済が終わるまで廉価な労働力の
供給を約束するというものである。資金の貸し手と借
り手の間には，カーストによる明瞭な棲み分けが存在
し，地主はおろか，労働者までもが，それをカースト
の「役割」として正当化している。村ではこうした関
係が日常生活全般にみられ，それを背景としつつ，生
産活動においても，労働力の長期安定的投入が実現さ
れ，逆に，水や化石燃料といった自然資源の節約的・
一73一
明治大学農学部研究報告　第58巻一第2号（2008）
持続的利用が達成されているのである。
　「生産性向上パラダイム」から考えれば，こうした
前近代的状況ないし労働市場の機能不全は，まさに改
善すべき「障害」ということになろう。しかし，限ら
れた資源と厳しい自然環境におかれてきた・インドにお
いて，この制度は，社会の絆を構築しつつ，一時的な
生産性の向上よりも長期的な生存基盤の確保を可能す
る「叡智」でもある。本研究室では，こうした土着制
度を再発見し，持続可能な社会制度設計へ適応する試
みを行なっている。
〔ゼミ生の研究生活〕
　3年次の初めに，エーリッヒ・フロムの『自由から
の逃走』や倉田百三の『出家とその弟子』，さらにト
ルストイの『イワソの馬鹿』といった著作を読み，こ
れまでの生活や価値観を相対化するきっかけを作る。
一方で，環境資源問題に関する専門書や政府刊行物等
を注意深く調査し，その批判すべき点はもちろん，評
価できる点も丹念に議論する。本年度の秋の農村調査
実習では，山形県の長井市を訪れ，生ゴミー堆肥化一
安全な農産物の供給という地域内の循環に取り組んで
いるレインボープランの実態調査を行った。そこでは
近代的な価値観が全てではない生活空間があることを
学び，実感した。なお，前年度のゼミ生は自主的にイ
ンド旅行を企画し，協力しながら過酷な旅を敢行し
た。このように学生時代の貴重な経験を皆で創り上げ
ていくことも研究室の大きな目的である。
　「幸福」な生活を目指してきたはずの世界経済の競
争システムは，いま，目的地を見失っているのではな
いか。経済的しがらみの少ない学生にこそ，こうした
問題をじっくり考える時間が与えられているのかもし
れない。常に問題意識を持ち，現状に流されず，新し
い社会を切り開いていく想像力（創造力）を酒養する
よう心掛けている。
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